
18広報　　　　　５月号　vol.116

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
、
高
梁
市
を
多
く
の
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
備
中
松
山
城
は
、
こ
れ
ま

で
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
全
国
放

送
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
約
１
・
２

倍
の
方
に
登
城
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
頼
久
寺
や
武
家
屋
敷

な
ど
も
入
場
者
が
増
加
し
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
増
加
で
、
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

お
も
て
な
し
の
体
制
づ
く
り
、

備
中
松
山
城
か
ら
市
街
地
や
吹

屋
地
区
へ
の
誘
導
、
食
事
や
お

土
産
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
施

設
、
大
型
観
光
バ
ス
の
受
け
入

れ
‐
な
ど
で
す
。
市
役
所
内
部

の
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
こ
う

い
っ
た
課
題
へ
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。「
高
梁
市
を
訪

ね
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
全
体
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
刺
激

策
と
し
て
、
高
梁
商
工
会
議
所

と
備
北
商
工
会
が
、
５
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
を

発
行
し
ま
す
。
商
品
券
の
名
称

は
、
山
田
方
谷
さ
ん
に
ち
な
み

「
備
中
松
山
銀
札
」
と
名
付
け
ら

れ
、
当
時
の
図
柄
を
採
用
し
て

あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
方
谷
さ
ん
の
大
河
ド
ラ
マ

化
の
活
動
に
も
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
岡
山
県
は
、
県
内
の
自
治
体
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
共
同
で
、

平
成
28
年
の
春
に
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
大

型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
天
空
の
山
城
・
備
中
松
山
城
」

は
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で

目
玉
と
な
り
そ
う
で
す
。
今
か

ら
準
備
を
進
め
な
く
て
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。
記
念
列
車
の
運

行
な
ど
も
提
案
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

5・6月に開催するスポーツ大会のお知らせ　 市体育協会事務局（スポーツ振興課内☎�0425）

名　称 開 催 日
開会時間 会　場 備　　　考

第5回岩戸開き in
用瀬祭
ボルダリング競技会
を通じての交流会

5月25日㈰
午前１０時

※雨天の場合
は6月1日㈰に
延期

用瀬クライミ
ング広場
（備中町用瀬）

【目　的】岩登り技術の向上と普及、地域の皆さんとの交流
【内　容】特設ステージでボルダリングセッション（午前10時～）
　　　　　※ボルダリングセッションの詳細はお問い合わせください。
【出　店】カレーライス、焼きそば
【問い合わせ】�備中高梁クライミング協会事務局
　　　　　杉田さん（☎090-7122-0034、☎ �3106）

第12回岡山県北
西部地区ソフトバ
レーボール大会

6月1日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】�高梁市、新見市、総社市、吉備中央町に在住、勤務、通学する中
学生以上の人で構成されたチームおよび連盟が招待したチーム

【部　門】①混合の部<フリー >　②混合の部<平均40歳以上 >
　　　　　③レディースの部<フリー >
　　　　　④レディースの部<平均40歳以上 >
【参加費】1人600円（傷害保険料含む）※当日持参のこと
【申し込み】�5/21㈬までに高梁ソフトバレーボール連盟事務局・
　　　　　坂本和弘さん（☎090-8241-7024）へ

第34回高梁市体
育協会長杯硬式テ
ニス大会

6月15日㈰
午前9時30分 高梁運動公園

【対　象】�県テニス協会Cクラス以下の人
【部　門】�男子ダブルス、女子ダブルス
【参加費】�1ペア2000円※当日、受付で徴収
【申し込み】�6/6㈮までにスポーツ振興課へ
【問い合わせ】�高梁硬式テニスクラブ事務局・
　　　　　竹浪史郎さん（☎090-1330-9939）

第9回 国 体 記 念
オープンソフト
ボール大会

6月29日㈰
午前８時30分 高梁運動公園

【対　象】市内に在住・通勤する人で構成された大学生、一般のチーム
【参加費】�1チーム2000円
【その他】全試合5回制、ピッチャーはスローピッチで行う。
【申し込み】�6/24㈫までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】�渡辺日出治さん（☎�0495、 �1003）

第52回市民体育
祭市民卓球大会

6月29日㈰
午前８時30分 市民体育館

【対　象】�市内に在住、勤務・通学する人、市内卓球クラブに所属
する人

【部　門】<個人戦>�中学校男子の部、中学校女子の部、高校一般男子の部、
高校一般女子の部、60歳以上ベテラン男女の部

　　　  　　<団体戦 >1チーム4～6名（男女混合も可）
【参加費】無料
【申し込み】�6/20㈮までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】三上さん（☎090-9730-3219）
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そ
し
て
、
吉
備
高
原
の
侵
食
小
起
伏

面
が
発
達
し
て
、
浅
い
沖
ち
ゅ
う
せ
き積

低
地
と
丘

陵
と
な
っ
て
い
る
地
形
が
分
布
し
て
い

て
、
ま
さ
に
小
起
伏
・
多た

短た
ん

谷こ
く

の
地
形

が
見
ら
れ
る
地
域
な
の
で
す
。
集
落
は

ほ
と
ん
ど
が
山
砂
利
層
の
小
起
伏
の
斜

面
に
位
置
し
て
い
て
、
耕
地
は
水
の
豊

か
な
沖
積
低
地
の
く
ぼ

3

3

に
水
田
が
、
集

落
の
回
り
の
斜
面
に
畑
地
が
分
布
し
て

い
ま
す
。

　

近
世
の
「
原
田
」
は
、
備
中
国
川
上
郡

「
原
田
村
」
で
し
た
。
毛
利
氏
の
支
配
か

ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
幕
府
領
と

な
っ
て
、
元げ
ん

和な

三
年
（
一
六
一
七
）
に
は

成
羽
藩
領
、
そ
し
て
寛
永
一
九
年
に

（
一
六
四
二
）
幕
府
領
と
な
り
、
万ま
ん

治じ

元

年（
一
六
五
八
）か
ら
旗
本
山
崎
豊と
よ

治は
る（

の

ち
成
羽
藩
）
領
と
支
配
が
移
り
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
正
し
ょ
う
ほ
う保

二
、三
年
（
一
六
四
五
〜

四
六
）頃
の「
正
保
郷
帳
」に
よ
る
と
、
村

高
八
九
石
余
り
と
記
録
さ
れ
、
幕
末
の

天て
ん

保ぽ
う

五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
天
保
郷
帳
」

で
は
、
一
八
九
石
余
り
と
な
っ
て
村
高

が
増
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
文ぶ
ん

久
き
ゅ
う

元
年

（
一
八
六
一
）
刊
の
「
備
中
村む
ら
か
が
み
鑑
」
に
よ
る

と「
五
千
石
山
崎
主ち
か
ら
の
す
け

税
介
様
」の
中
に「
原

田
村
」
一
六
〇
石
四
斗
六
升
、
庄
屋
藤
沢

亀
蔵
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
原
田
村
は

耕
地
も
乏
し
く
、
石
高
が
最
も
少
な
い

村
だ
っ
た
の
で
す
。「
備
中
誌
」
に
も
高

一
八
九
石
、
反
別
一
〇
町
二
反
余
と
記

録
し
て
い
ま
す
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
、
松
山

藩
領
の
川
乱
村
（
の
ち
明
治
一
四
年
＝

一
八
八
一
に
原
田
村
と
合
併
し
た
）
と
成

羽
藩
領
だ
っ
た
原
田
村
と
の
間
で
、
村

の
境
界
争
論
が
枝
村
だ
っ
た
野
呂
谷
を

め
ぐ
っ
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
（「
増
補
版

高
梁
市
史
」）。
事
の
起
こ
り
は
、
原
田

村
三
松
の
分
家
の
茂
作
が
、
松
山
藩
領

川
乱
村
と
の
境
界
辺
り
へ
居
宅
を
構
え

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
境

が
入
り
組
ん
で
紛
ら
わ
し
い
場
所
で
、

川
乱
村
の
庄
屋
仲
田
治じ

兵へ

衛え

（
治
平
）
の

持
山
続
き
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
治

兵
衛
は
領
分
領
主
は
違
っ
て
も
、
一
つ

の
村
と
同
じ
間
柄
な
の
で
、
話
し
合
い

た
い
と
申
し
出
、
茂
作
側
も
同
意
し
た

が
、
村
役
人
は
領
主
の
大
境
目
な
の
で

…
と
い
っ
て
、
宇
治
村
庄
屋
作
太
郎
、

成
羽
領
側
か
ら
臘し
わ
す数

村
（
現
川
上
町
領

家
）
庄
屋
忠
太
郎
を
立
会
人
と
し
て
見け
ん

分ぶ
ん

さ
せ
、
双
方
納
得
の
上
、
境
界
石
を
改

め
「
取
と
り
か
え
も
う
す
う
ち
す
ま
す
き
て
い

替
申
内
済
規
定
」
を
定
め
て
決
着

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
田
村
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、

隣
の
川
乱
村
と
合
併
し
て
い
ま
す
。
同

二
二
年
（
一
八
八
九
）、
落
合
村
の
大
字

と
な
り
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

に
高
梁
市
落
合
町
原
田
と
な
り
ま
し

た
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
の
戸
数

は
八
八
戸
、
人
口
は
男
二
六
〇
人
、
女

二
四
四
人
、
学
校
一
校
（
原
田
小
学
校
）

で
し
た
。「
畝う
ね

」に
寛か
ん

弘こ
う

元
年（
一
〇
〇
四
）

創
立
と
い
わ
れ
る
産う
ぶ
す
な
が
み

土
神
「
諏
訪
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。「
久
保
」
に
は
「
天
神
社
」

（
創
立
不
詳
）
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
高

齢
化
が
進
み
、
過
疎
化
の
激
し
い
地
域

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
原
田
」
と
か
「
原
」
の
つ
く
地
名
は
、

全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
。「
原
」
の
意
味

は「
田
畑
の
あ
る
所
」と
か
、「
台
地
上
の

平
地
」
な
ど
の
地
名
を
意
味
し
て
い
て
、

「
大
き
く
開
け
た
所
」
の
地
名
と
し
て
も

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
低
湿
地
で
は

な
く
、
草
が
生
い
茂
る
よ
う
な
所
で
も

窪
に
な
っ
た
低
地
で
、「
平
ら
な
所
」「
開

か
れ
た
所
」
を
表
現
す
る
地
名
と
し
て
も

よ
く
出
て
き
ま
す
。（

文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　
「
原
田
」
は
成
羽
川
の
左
岸
、
標
高

四
〇
〇
〜
五
〇
〇
㍍
の
吉
備
高
原
上
に

位
置
し
て
い
る
地
域
で
、
東
に
落
合
町

近
似
、
西
に
落
合
町
福
地
、
南
に
落
合

町
阿
部
、
北
に
は
松
原
町
神
原
が
あ
っ

て
、
隣
の
川
乱
地
区
と
と
も
に
東
西
南

北
を
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

地
名
を
あ
る
く

九
十
四  　
落
合
町 

原　

田

原田地区の水田が広がる窪地


